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創
刊
に
あ
た
っ
て＊	

＊
本
文
は
「
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
」
創
刊
時
（
一
九
八
五
年
）
の
巻
頭
文
の
再
掲
で
あ
る
。　
　
　

　

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
部
を
単
位
と
す
る
紀
要
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
が
、
同
一
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
研
究
活
動
の

本
拠
と
す
る
六
つ
の
学
部
所
属
研
究
者
の
構
成
に
、
よ
り
良
く
適
合
す
る
紀
要
の
在
り
方
を
求
め
、
三
年
間
に
わ
た
り
内
部
討
論
を

重
ね
た
わ
れ
わ
れ
は
、
研
究
発
表
機
関
は
学
部
ご
と
に
分
割
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
共
通
認
識
に
到
達
し
た
。
以
後
、
こ
の
認
識

に
も
と
づ
い
て
新
紀
要
準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
大
学
当
局
と
の
折
衝
を
経
て
、
よ
う
や
く
装
い
新
た
な
「
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀

要
」
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

　
「
人
文
科
学
」、「
社
会
科
学
」、「
自
然
科
学
」、「
英
語
英
米
文
学
」、「
ド
イ
ツ
語
学
・
文
学
」、「
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
」、

「
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
七
篇
か
ら
成
る
「
日
吉
紀
要
」
は
、
研
究
部
門
な
い
し
専
攻
分
野
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

る
研
究
者
集
団
を
基
盤
と
し
、
各
篇
は
独
立
し
た
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
ら
の
委
員
会
は
自
主
性
を
保
ち
つ

つ
相
互
に
緊
密
な
協
力
関
係
を
確
立
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
中
に
は
、
紀
要
の
刊
行
を
通
じ
て
、
学
問
研
究
の
閉
鎖
性
を
打
破
し
、
互
い
に
周
辺
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
あ
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
部
門
・
分
野
の
あ
い
だ
に
有
機
的
な
結
合
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
い
願
望
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
日
吉
紀

要
」
の
総
体
は
、
大
学
の
再
創
造
を
指
向
す
る
滔
滔
た
る
底
流
が
地
表
に
吹
き
出
し
た
一
つ
の
形
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

日
吉
の
丘
に
大
学
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
日
、
大
学
も
わ
れ
わ
れ
も
、
と
も
に
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
こ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
は
、
身
辺
に
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
耳
目
を
掩
い
感
性
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
み
、
窓
を
大

き
く
開
い
て
世
界
に
語
り
か
け
、
謙
虚
に
世
界
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。



　

創
刊
に
あ
た
り
、
各
方
面
の
先
学
諸
賢
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
紀
要
に
忌
憚
の
な
い
御
批
判
と
懇
切
な
御
教
示
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を

衷
心
よ
り
希
望
し
て
や
ま
な
い
。

　

一
九
八
五
年
六
月

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会　
　
　

委
員
長　

永
戸
多
喜
雄


